
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 3,600 7,100 3,819 7,100

事業費

の内訳

令和3年度決算

評価委員会委員・事業評価検討委員への報酬（０１－０３）：６３千円
シニアチャレンジ事業補助金（１８－０２）：１５６千円

令和4年度予算

評価委員会委員・事業評価検討委員への報酬（０１－０３）：５０１千円
立ち上げ支援謝礼（０７－００）：１５０千円
旅費（１１－０１）：５１９千円
シニアサロンモデル事業補助金（１８－０２）：１，８３０千円
シニアチャレンジ事業補助金（１８－０２）：５００千円

人工 0.5 0.5 0.5 0.5

人件費 3,600 3,600 3,600 3,600

事業費 0 3,500 219 3,500

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市シニアサロンモデル事業補助金交付要綱
札幌市シニアチャレンジ事業補助金交付要綱

他都市の状況

【類似事業】
北九州市（高齢者地域活動助成事業）など

実施結果

【令和３年度補助交付団体】
　シニアサロン　０件
　シニアチャレンジ　１件

事業実施における
工夫点

補助決定にあたっては、学識経験者等から構成される評価委員会において専門的な見地から申請案件の審査を
行ったうえで、補助対象団体を選定している。

対象者 市内の高齢者団体等 開始 平成17 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

高齢者の社会貢献につながる生きがい活動を支援（ＡＰ２０１９数値目標：シニアサロン１か所当たりの延べ利用者
数２０２２年度　２，２００人）

長期

少子高齢化が進展する中で、元気高齢者による自主的な社会貢献活動を今後さらに活性化させるべく支援を継
続していく必要がある。

取組内容

高齢者の地域貢献に結びつけるきっかけとなるような生きがい活動で、高齢者団体の自主的な運営により実施さ
れる事業に対して支援を行う。シニアサロンモデル事業、シニアチャレンジ事業を実施している。
　①補助金（シニアサロンモデル事業、シニアチャレンジ事業）の交付
　②事業評価委員会の開催
　③申請時等における書類作成の支援

011-211-2976

施策名
地域活動を活発化する環境づくり

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 はつらつシニアサポート費

評価担当課
所属名 保）高齢保健福　高齢福祉課

課長名 石崎　憲史 担当者名 内潟　慎平 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 24666



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外 ■ 回答 □ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
補助終了後に活動を継続していくことが困難になる団体が出てきており、また、近年は補助件数が予定数を
下回る状況が続いている状況を受け、引き続き補助制度の見直しを検討する必要がある。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

補助終了後に活動を継続していくことが困難になる団体が出てきており、また、近年は補助件数が予定数を
下回る状況が続いている状況を受け、引き続き補助制度の見直しを検討する。

予算
同程度の予算を確保する。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

補助終了後に活動を継続していくことが困難になる団体が出てきており、また、近年は補助件数が予定数を
下回る状況が続いていることを受け、必要に応じて補助制度の見直しを検討する必要がある。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
B

シニアサロンモデル事業について、補助終了後の自立運営を促すために補助率を段階的に引き
下げているが、それでも活動継続が高いハードルとなっていることが見受けられる。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

B

活動を行う高齢者の生きがいづくりだけではなく、高齢者全体の居場所づくりを進めるとともに、高
齢者の外出機会の創出を通した孤立化の防止、さらには地域住民同士の相互扶助の促進による
地域福祉力の向上などに寄与しているが、近年は補助件数が予定数を下回る状況が続いてお
り、利用者も減少傾向にある。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

活動を行う高齢者の生きがいづくりだけではなく、高齢者全体の居場所づくりを進めるとともに、高
齢者の外出機会の創出を通した孤立化の防止、さらには地域住民同士の相互扶助の促進による
地域福祉力の向上などに寄与している。しかしながら、運営団体員の高齢化などにより、補助終
了後は活動を継続していくことが困難になる団体も出てきている。また、近年は補助件数が予定
数を下回る状況が続いている。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

充実した地域貢献活動等を継続して行うには一定の経費が必要である。特に常設のサロンを運
営するシニアサロンモデル事業については、建物賃借料等の固定費に加え、サロン立ち上げ時
には内外装費や普及宣伝費を要する。このため初期投資として手厚い支援が必要であり、実態
に応じ規模を見直しながら、支援を継続する必要がある。

項目 判定 理由

2,200人 775人 2,200人

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 シニアサロン１か所当たりの延べ利用者数

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

1,252人

9か所

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 シニアサロンモデル事業設置数（累計）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

10か所 10か所 9か所


